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子
ど
も
通
院
・
入
院
医
療
費
の

助
成
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
さ

ら
に
拡
充
し
ま
す
。
「
小
学
校
卒

業
ま
で
」
か
ら
「
中
学
校
卒
業
ま

で
」
に
延
長
。
前
年
度
よ
り
５
２

０
万
円
増
の
２
２
６
０
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
自
己
負
担
は
通
院

１
回
５
３
０
円
、
５
回
目
以
降
は

無
料
。
入
院
は
１
回
１
２
０
０
円
。 

　
そ
の
ほ
か
、
妊
婦
健
診
に
か
か

る
費
用
の
ほ
と
ん
ど
を
村
が
負
担
。 

女
性
の
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
検
診

費
用
も
節
目
年
の
方
を
対
象
に
無

料
と
し
、
成
人
病
予
防
に
力
を
入

れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
介
護
認
定
者
の
増
加
に

対
応
し
、
介
護
保
険
特
別
会
計
へ

の
給
付
費
負
担
を
前
年
度
よ
り
８

３
０
万
円
多
い
８
９
５
０
万
円
と

し
ま
し
た
。 

 
医
療
費
助
成
「
中
卒
ま
で
」
拡
充 

桂
の
関
温
泉 

　
　
ゆ
〜
む
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
へ 

中
学
校
体
育
館 

　
　
建
て
替
え
へ 

医療・福祉 

産　業 

道
路
修
繕
な
ど
予
算
倍
増 

　
　
集
落
要
望
な
ど
懸
案
事
項
に
も 

公共事業 

　
道
路
の
修
繕
や
消
雪
パ
イ
プ
の

布
設
替
な
ど
の
工
事
費
は
、
前
年

度
の
倍
増
と
な
る
４
２
４
０
万
円

を
確
保
。
集
落
要
望
を
精
査
し
、

老
朽
化
の
程
度
や
必
要
性
の
高
い

所
に
予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。
平

成
21
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
と
合

わ
せ
て
、
相
当
か
所
の
修
繕
等
を

行
い
ま
す
。 

　
な
お
、
県
の
道
路
整
備
事
業
に

対
す
る
村
負
担
金
は
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。 

 

学　校 

　
老
朽
化
す
る
関
川
中
学
校
体
育

館
建
て
替
え
に
向
け
、
調
査
設
計

委
託
料
に
１
４
４
０
万
円
を
計
上
。

ま
た
、
関
川
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
に
８
０
０
０
万
円
、
プ
ー
ル

建
設
に
２
億
２
５
０
０
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
教
員
助
手
の
配
置
費
と

し
て
１
１
７
０
万
円
、
給
食
で
地

産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
１
１
０

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。 

 

転
作
推
進
費
補
助
金
に
１
０
０

０
万
円
を
計
上
。
国
の
政
策
転
換

を
受
け
、
こ
れ
ま
で
の
補
助
金
の

見
直
し
を
行
い
、
地
区
営
農
プ
ラ

ン
振
興
作
物
や
加
工
用
米
な
ど
の

作
付
に
対
し
て
重
点
配
分
し
ま
し

た
。
猿
な
ど
の
有
害
鳥
獣
対
策
に

は
２
１
５
万
円
を
計
上
。
国
土
調

査
事
業
費
は
２
１
４
０
万
円
と
し
、

蛇
喰
地
区
に
着
手
し
ま
す
。 

　
農
地
関
係
で
は
、
国
が
土
地
改

良
な
ど
を
含
む
農
業
農
村
整
備
事

業
を
大
幅
削
減
す
る
な
か
３
０
８

０
万
円
を
計
上
。
村
土
地
改
良
区

事
業
補
助
金
や
、
県
営
ほ
場
整
備

負
担
金
な
ど
に
対
応
し
ま
す
。 

　
温
泉
施
設
ゆ
〜
む
は
、
開
設
か

ら
12
年
を
経
過
す
る
た
め
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
て
誘
客
に
力
を
注
ぐ
方

針
。
当
初
予
算
に
は
設
計
委
託
料

と
し
て
１
３
０
万
円
を
計
上
し
、

設
計
が
完
了
し
た
後
、
年
度
内
に

も
工
事
に
着
手
し
ま
す
。 
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有
利
な
借
金
を 財源確保 

　
歳
入
は
、
法
人
村
民
税
な
ど
の

落
ち
込
み
で
村
税
の
減
少
が
見
込

ま
れ
ま
す
が
、
財
源
不
足
は
国
の

施
策
に
よ
っ
て
増
額
さ
れ
る
地
方

交
付
税
や
、
村
債
（
借
金
）
な
ど

で
ま
か
な
い
ま
す
。
村
債
は
、
防

災
無
線
整
備
に
２
億
４
２
８
０
万

円
、
村
民
プ
ー
ル
建
設
に
２
億
２

２
０
０
万
円
、
使
途
が
自
由
な
臨

時
財
政
対
策
債
に
３
億
４
１
０
０

万
円
を
計
上
し
、
総
額
で
８
億
５

５
２
０
万
円
と
し
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
返
済
分
を
あ
と
か
ら

地
方
交
付
税
で
手
当
て
さ
れ
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
の
た
め
、
村
の
実

際
の
負
担
は
１
億
３
７
０
０
万
円

ほ
ど
で
す
。 

　
職
員
数
は
、
退
職
者
９
人
に
対

し
新
採
用
を
５
人
に
留
め
る
な
ど

人
件
費
を
圧
縮
。
一
般
会
計
の
職

員
給
与
費
は
、
前
年
度
よ
り
４
０

７
０
万
円
少
な
い
７
億
４
８
０
万

円
と
し
ま
し
た
。 

新
た
な 

　
補
助
金
創
設 地域づくり 

防
災
広
報
無
線
に
本
格
着
手 

交通・防災 

　
キ
ラ
リ
と
光
る
地
域
活
性
化
補

助
金
（
仮
称
）
を
創
設
。
こ
れ
ま

で
の
「
む
ら
づ
く
り
総
合
推
進
事

業
費
補
助
金
」
の
枠
を
さ
ら
に
広

げ
、
地
域
が
元
気
に
な
る
起
業
や

事
業
な
ど
を
支
援
。
内
容
に
よ
っ

て
事
業
費
を
全
額
補
助
す
る
な
ど
、

地
域
の
前
向
き
な
発
想
に
こ
た
え

ま
す
。
予
算
額
は
、
村
税
の
１
％

に
あ
た
る
７
０
０
万
円
を
確
保
。 

　
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

難
視
聴
地
域
対
策
や
、
携
帯
電
話

不
感
地
域
解
消
に
対
す
る
事
業
費

に
は
７
５
０
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。 

22年度 

予
算
の
使
い
み
ち 

　
昨
年
10
月
に
運
行
見
直
し
を
行

っ
た
バ
ス
の
運
行
費
補
助
金
に
１

５
４
０
万
円
、
小
・
中
学
生
の
バ

ス
定
期
券
代
に
１
６
１
０
万
円
を

計
上
。
高
校
生
の
部
活
動
支
援
バ

ス
は
引
き
続
き
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

対
応
し
ま
す
。
越
後
下
関
駅
の
業

務
委
託
料
に
は
５
８
０
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。 

　
防
災
広
報
無
線
整
備
事
業
費
に

２
億
５
０
０
０
万
円
を
計
上
（
３

か
年
で
３
億
５
０
０
０
万
円
）
し
、

平
成
23
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま

す
。
現
在
の
防
災
広
報
無
線
の
音

声
不
良
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

新
ご
み
焼
却
場
用
地
費
に
負
担 

村上市への委託 

　
村
上
市
に
委
託
す
る
広
域
事
業

費
総
額
は
１
億
９
４
５
０
万
円
。

消
防
経
費
１
億
４
８
４
０
万
円
、

ご
み
処
理
経
費
２
６
３
０
万
円
、

老
朽
化
に
伴
い
新
し
く
建
設
さ
れ

る
ご
み
焼
却
場
の
用
地
取
得
費
等

１
４
７
０
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　国の平成21年度第２次補正によ

って村に配分された交付金事業は、

平成22年度に繰り越して実施しま

す。予算総額は１億円。国からの

交付金に村の財源1,500万円を足

して実施します。 

　道路改良や道路側溝布設替、消

雪パイプ修繕など、通常の村予算

では手がつけられない集落要望な

どに対応します。 

　なお、この予算は３月10日に開

会の村議会で可決した補正予算に

計上しています。 

集落要望に対応 

21年度繰越事業でも 

�
本
格
稼
動
す
る
通
学
バ
ス 
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